

  
    
  



── コーヒーを傍らに、何気ない日常の一コマを。


珈琲
（サンプル版）


東方健太郎


ＮＰＯ法人日本独立作家同盟


〈小説〉



作品概要


　どんなに近くにいる人でも他人、という距離感の中で、それでもふわっと一緒にいられることを大切にできたらいいな、というテーマがいつもあり、今回はその傍らにコーヒーを交えながら書きました。



珈琲



　いつものことだった。私は女の眠っている隣で静かにコーヒーを飲んでいた。女はいつも、した後ですぐに眠ってしまう。したいだけだろ、と私以外の男でもそう思うだろう。私は基本的に優しいと評される性格ではあるが、そんな私でも女の身勝手には許せないものを感じるときがある。

「あ、おはよう……」
　女は眠たそうに目をこすって、ぼんやり起きてきた。
「おはよう……って」
「ごめん……」
「二時だよ」
「だから、ごめんって」
「もうどこもやってないよ」
　今日は私の誕生日で、女とは、まずしてから食事に行く約束をしていた。
「作るよ……」
「こんな時間に？」
「ごめん……」
「寝てなよ」
「おやすみ……」
　そう言って女はまたすぐに寝息をかき始めた。ごめん、なんて心にもないことは見え見えだ。
　だけど、女のそういうところは分かった上で付き合っているし、それは女にしても似たようなものだろう。
　私たちは、結局、特に大きな喧嘩はしないし、お互いを問いつめることもしない。私は、女のあれやこれやについて見て見ぬフリをしてしまうし、女もまた、私のわがままをさらっと受け流してしまう。

　淹れてからしばらく時間が経ちぬるくなったコーヒーはどこかよそよそしく、それが逆に好ましかった。苦味だけが残る枯れた味わいは、淫らな女の寝顔を余計にいやらしく匂わせた。
　ブラックで飲んでいたコーヒーに今更ながらミルクを注ぐと、少しだけ口当たりがソフトになった気がする。
　女に気付かれないうちに飲み切ってしまいたくて、途中から一気に飲み干した。
　ふと女の寝顔を見ていると、昔付き合っていた年上の女性を思い出す。女の寝顔はいつからこんなに大人びてきたのだろう、と感慨に浸りそうになり鼻を啜って紛らした。
　冬の澄んだ空気の星空は、今夜半過ぎ、雲行きが変わり、雪が降り始めるという予報だった。
　天気予報など普段からあまり信用していないのだが、こういう予報なら当たってほしい。女の寝顔を見ながら、雪の降る夜を過ごすというのも悪くない気がする。



※この作品のサンプルはここまでです。続いて作品情報＆著者情報をご覧ください。



作品情報＆著者情報


東方健太郎（ひがしかた・けんたろう）











── まず簡単に自己紹介をお願いします



　私は元々、音楽や短歌などを作っていて、最近になり短編の小説を書き始めました。全くの素人なのですが、今は新人賞などに応募をしたりしています。




── この作品を制作したきっかけを教えてください



　この作品は、今回「群雛」というメディアに何か関わりを持てたらなという思いから書いていた作品の中の一つです。




── この作品の制作にあたって影響を受けた作家や作品を教えてください



　珈琲というキーワードから、若い頃によく読んでいた江國香織（えくに・かおり）さんにはかなり影響を受けていると思います。




── この作品のターゲットはどんな人ですか



　割とふわっとした映画のような雰囲気が好きな方に読んでもらえると嬉しいです。




── この作品の制作にはどれくらい時間がかかりましたか



　とても短い掌編ですが、丁寧に２〜３週間くらいかけて書いていました。




── 注目している作家またはお気に入り作品を教えてください



　今期の芥川賞候補に選出された劇作家・本谷有希子（もとや・ゆきこ）さんの今後の活動に注目しています。




── 今後の活動予定や目標を教えてください



　いくつかの文学新人賞を目標にはしていますが、まずは目の前の日常や暮らしなどを丁寧に物語に綴っていきたいと思っています。




── 最後に、読者へ向けて一言お願いします



　ゆるい雰囲気の作品を書き続けていけたらと思っています。またお目にかかる機会がありましたら、そのときはよろしくお願いします。



『月刊群雛』２０１６年０２月号


　おかげさまで２周年！　電子雑誌『月刊群雛』は、今号から作家と制作チームの相互協力でさらなる高みを目指す雑誌に生まれ変わりました！　読者の皆様により楽しんでいただける「インディーズ作家と読者を繋げるマガジン」をお届けします。

　２０１６年０２月号のゲストコラムは、セルフパブリッシングからプロデビューし専業作家となり、日本ＳＦ大賞を受賞した藤井太洋のエッセー『専業とプロのあいだ』──作家が持つべき資産は、次の本を買ってくれる読者です──。

お求めはこちらのリンク先から！
http://www.gunsu.jp/2016/01/GunSu-201602.html
















ＮＰＯ法人日本独立作家同盟とは


　ＮＰＯ法人日本独立作家同盟は、文筆や漫画などの作品を、自らの力で電子書籍などのパッケージにして世に送り出している、インディーズ作家の活動を応援する団体です。伝統的な出版手法である、出版社から取次を経て書店に書籍を並べる商業出版「以外」の手段、すなわち、セルフパブリッシング（自己出版）によって自らの作品を世に送り出す・送り出そうとしている方々をサポート対象としています。

　当法人の活動目的は、誰もが情報発信者になれる時代における、作家や作品の知名度向上（Promotion）、作品の品質向上（Quality）、作家と読者のコミュニケーション活性化（Communication）などを促進することにより、多種多様な出版文化の振興に貢献することです。情報交換や交流などを目的としたコミュニティの運営、インディーズ作家を応援するマガジン『月刊群雛』の発行、ウェブメディア『群雛ポータル』によるセルフパブリッシング関連の情報発信、勉強会やセミナーの運営などの事業を行っています。詳細は、公式サイトの［法人概要］をご覧ください。

◆ＮＰＯ法人日本独立作家同盟公式サイト：
http://www.allianceindependentauthors.jp/




群雛に参加してみませんか？


　『月刊群雛』は毎号掲載作品を公募するスタイルの、インディーズ系電子雑誌です。小説、漫画、詩、コラムなど、さまざまなジャンルの作品が掲載されます。著者と制作チームが互いに協力して作品をブラッシュアップし、自信をもって読者にお届けできるようにします。
　『月刊群雛』の目的は、以下の３点を以て、多種多様な出版文化の振興に貢献することです。

・著者と制作チームが協力し、よりよい作品を読者に届ける
・著者と読者のコミュニケーションを活性化する
・参加者の成長と知名度向上を図る

　互いに助け合って切磋琢磨し、素敵な作品を生み出せるような土壌を一緒に育てていきましょう！
　作品を掲載したい方は、まずＮＰＯ法人日本独立作家同盟の一般会員（無料）になってください。入会方法はこちらです。

◆ＮＰＯ法人日本独立作家同盟入会方法
http://www.allianceindependentauthors.jp/p/application.html
◆『月刊群雛』参加要項：
http://www.gunsu.jp/p/regulation.html
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